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プログラムの名称 第 5回巡回比較（低抵抗テスト測定） 

識別番号 NMIJ-PEMC-2021LoResTest 

JCSS対応区分等 

登録に係る区分   ：電気（直流・低周波） 

校正手法の区分の呼称：直流・低周波測定器等 

計量器等の種類   ：直流抵抗器 
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1 巡回比較プログラム 

1-1 目的 

精密電気計測コンソーシアム巡回比較（以下「巡回比較」）（テスト測定）は，参加機

関の測定能力の確認のために行う。 

1-2 実施機関 

名称：国立研究開発法人産業技術総合研究所 精密電気計測コンソーシアム事務局（以

下「事務局」） 

所在地：茨城県つくば市梅園一丁目 1番 1号 産総研つくば中央 3-1-A226 

1-3 実施形態 

巡回比較は，参照機関と参加事業者の間で巡回比較品目（標準抵抗器）の持ち回り試

験を実施し，参照機関の参照値及び不確かさと参加事業者の校正結果及び不確かさを使

用した試験所間比較（測定比較スキーム）により実施する。 

仲介器の持ち回りは，産総研（参照機関）を起点及び終点とし，仲介器を参加各社へ

巡回するラウンドロビン方式とする。事業者当たりの測定期間は，仲介器の搬入・搬出

日を含み基本 3 週間とする。参加者数によってはいくつかの事業者による測定の後に産

総研による測定を行う。 

1-4 参加条件 

(1) 産業技術総合研究所 精密電気計測コンソーシアムの法人会員であること。 

(2) 本プログラム「1-10 注意事項」に同意できること。 

1-5 申込みおよび巡回比較日程 

(1) テスト測定参加を希望する事業者は「精密電気計測コンソーシアムテスト測定参

加申込書」を精密電気計測コンソーシアム事務局（t.oe@aist.go.jp）に期日までに提出す

る。非法人会員企業も精密電気計測コンソーシアム入会申込書を上記参加申込書と提出

することにより参加可能とする。 

(2) 募集期間：2021 年 1月 27日（水）から 2月 26日（金） 

募集期間中でもスケジュール枠に空きがなくなった場合は，募集を締め切る。 

(3) 募集参加事業者数： 10 事業者 

本巡回比較は，2021 年 2 月 26 日（金）までに 2 事業者以上の申込みがあった場合

に実施する。 

(4) 巡回比較日程：2021 年 4月 1日（木）から 2022年 1月 25日（金） 

(5) 最終報告：2022 年 2月頃（予定） 

(6) 詳細日程 

スケジュール

枠番号 

技能試験日程 

搬入日  搬出日 

LR-21101 2021年 4月 1日(木) ～ 2021年 4月 21日(水) 

LR-21102 2021年 4月 22日(木) ～ 2021年 5月 19日(水) 
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LR-21103 2021年 6月 3日(木) ～ 2021年 6月 23日(水) 

LR-21104 2021年 6月 24日(木) ～ 2021年 7月 14日(水) 

LR-21105 2021年 7月 29日(木) ～ 2021年 8月 25日(水) 

LR-21106 2021年 8月 26日(木) ～ 2021年 9月 15日(水) 

LR-21107 2021年 9月 30日(木) ～ 2021年 10月 20日(水) 

LR-21108 2021年 10月 21日(木) ～ 2021年 11月 10日(水) 

LR-21109 2021年 11月 25日(木) ～ 2021年 12月 15日(水) 

LR-21110 2021年 12月 16日(木) ～ 2022年 1月 12日(水) 

1-6 仲介器の搬入・搬出 

事務局もしくは直前の参加事業者より器物が送付される。基本的に測定期間最終日の

水曜日に器物搬出、翌日の木曜日に器物受け取りを推奨するが、発送日に変更がある場

合は参加事業者間で調整する。 

搬出先（次の参加事業者）については事務局より連絡する。仲介器の搬出に要する費

用は，各参加事業者が負担するものとする。 

1-7 結果の評価 

(1) 結果の評価 

校正結果の評価は，JIS Q 17043 の附属書 B に記載された統計手法のうち，𝐸𝑛数に

より実施する。 

(2) 算出式 

𝐸𝑛 =
𝑥 − 𝑋

√𝑈lab
2 + 𝑈ref

2

 

ここで，𝑥：参加者の校正結果 

𝑋：参照値 

𝑈lab：参加者の校正結果の拡張不確かさ（信頼の水準約 95 %） 

𝑈ref：参照値の拡張不確かさ（信頼の水準約 95 %） 

参照機関は、少なくとも巡回比較の前後に校正を実施し、基本的には後者の校正結果

を参照値として用いる。ただし、測定の不確かさに比較して仲介器の経年変化が大きい

場合は、参照機関による校正値の一次近似直線を参照値として用いる。 

1-8 結果報告 

各参加事業者宛に測定終了後に𝐸𝑛値等測定結果を随時報告する。また、精密電気計測

コンソーシアム会合にて、全参加事業者の𝐸𝑛数等の集計結果を公表する。その際参加事

業者名は記載せず識別番号を用いる。 

1-9 参加費用 

参加費用は 1抵抗器あたり 20万円最大 50万円とし、請求時期は 2021年 4月頃とす

る。 
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1-10 注意事項 

(1) 巡回比較を円滑に進めるため，可能な限り巡回比較日程（期限）を遵守すること。

出勤制限等により発送日が前後する際は直後の参加事業者と協議の上調整する。 

(2) 参加事業者間において，測定結果についての情報交換，結果の談合は決して行わ

ないこと。 

(3) 仲介器が巡回比較中に故障又は値が大きく変動するなど，巡回比較が困難となっ

た場合、本巡回比較を中止又は再度巡回比較を実施する。器物の測定・発送に必

要な費用は再度参加者が負担することとする。緊急事態宣言等の発令により期間

内に測定が困難になった場合は、測定期間の変更等により対応する。 

(4) 仲介器等の取扱い・保管及び賠償責任 

巡回比較日程中（搬入から搬出までの間）は，参加事業者の責任において，仲介

器等の取扱いは慎重に行い，かつ保管すること。運送中の仲介器の破損等に関し

ては，事務局が契約する損害保険により補償される。 

1-11 巡回比較フローチャート 

 

＜参加申込みから最終報告まで＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プログラムの案内（Webページ等） 

 

参加申込み 

仲介器搬入、受取連絡 

 

参加受付連絡、測定時期等の打ち合わせ 

 

測定実施 

 

仲介器搬出、搬出連絡 

 

最終報告 

 

結果報告 

 

コンソ

事務局 

e-mail 

e-mail 

e-mail 

e-mail 
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2 巡回比較プロトコル 

2-1 使用する仲介器 

本巡回比較では、以下の表に示す計 7器の抵抗器を仲介器として用いる。 

公称抵抗値 製造元および型式 シリアル番号 

100 mΩ アルファ・エレクトロニクス株式会社 CSR-R10 C18034 

100 mΩ アルファ・エレクトロニクス株式会社 LSR-R10 18K1069 

10 mΩ アルファ・エレクトロニクス株式会社 CSR-10N C18041 

10 mΩ アルファ・エレクトロニクス株式会社 LSR-10N 18F1040 

1 mΩ アルファ・エレクトロニクス株式会社 CSR-1N0 C18028 

1 mΩ アルファ・エレクトロニクス株式会社 LSR-1N0 17L1028 

100 µΩ Guildline Instruments Limited 9334A 73310 

2-2 仲介器の取り扱い 

器物受け取り後、貨物の温度が計測室の温度に馴染むまで待った後に開梱し器物の状

況を確認する。その後速やかに事務局（t.oe@aist.go.jp）に連絡をする。抵抗器に急激な

温度変化を与えないよう注意し、衝撃を与えることの無いよう細心の注意をもって取り

扱うこと。 

2-3 校正条件  

(1) 校正時の仲介器周囲の温湿度は下記の範囲内とする。 

温度 21 ℃以上25 ℃以下 

湿度 60 %未満 

（参照機関の測定環境条件：温度 23.0 ℃ ± 0.5 ℃ 湿度 45 % ± 5 %） 

(2) 測定電流は，参加事業者の校正手順書に従う。ただし，下記の最高印加電流値以

下であること。 

(3) 測定電流反転後の待ち時間であるSettle Timeに関して、以下の表に記す値以上

での測定を推奨する。詳細は精密電気計測コンソーシアム第13回会合の配布資

料中、特性評価結果の箇所を参照すること。 

公称抵抗値 抵抗器型式 最高測定電流 
参照機関 

測定電流 

推奨Settle 

Time 

100 mΩ 
CSR-R10 

1 A 100 mA 
30 s 

LSR-R10 80 s 

10 mΩ 
CSR-10N 

3 A 316 mA 
30 s 

LSR-10N 30 s 

1 mΩ 
CSR-1N0 

10 A 1 A 
30 s 

LSR-1N0 100 s 

100 µΩ 9334A-100μ 10 A 5 A 30 s 
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2-4 仲介器の搬出  

(1) 参加事業者は、仲介器の輸送に適した運送会社と契約し、次の参加事業者等に向

け期日内に仲介器を発送する。 

(2) 参加事業者は，搬出に際し仲介器及び付属品に異常がないことを確認する。 

(3) 仲介器の発送後速やかに，（可能ならば運送会社および追跡番号等を）事務局

（t.oe@aist.go.jp）まで連絡する。 

2-5結果報告  

精密電気計測コンソーシアム巡回比較結果報告書（以下、結果報告書）を、仲介器

搬出後一週間以内を目途に、コンソ事務局 大江（t.oe@aist.go.jp）に提出する。 

E-mailの件名は、「NMIJ-PEMC-2021LoResTest LR-211〇〇」とする。〇には各社

に割り当てられたスケジュール番号を記載する。 

 

以  上  


